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結城紬業界 

 

【開発の背景】 
 結城紬は，昔から「軽く，暖かく，着心地が良い」と言われ，その製作工程の技術の高さも合わせ，

着物愛好家からは最高のおしゃれ着として認知されていますが，生産数の減少により厳しい状況にあ

ります。そこで，需要拡大に繋げるべく結城紬の特徴である素材の持つ付加価値を消費者に分かりや

すく情報提供するため，無撚の手紬糸から作られる結城紬の着心地や特性を評価し，その特性を数値

化，ビジュアル化することを検討しました。 

 

【開発の経緯・支援内容】  （１）軽さについて 

単位面積当たりの質量を他産地絹織物 7点と比較すると，

106.89g/㎡と 2番目に小さい値となり，絹織物の中でも軽い

素材であることがわかりました。また，肩先にかかる接触圧

を測定した結果，着物を肩に羽織った状態と着物を着付けた

状態で結城紬は接触圧の減少が大きく，着物の重さが 1点に

集中することなく分散することが考えられ，着用した時に，

より軽さを感じる効果が高いと考えられます（図 1）。 

（２）暖かさについて 

 結城紬は「保温性が高く通気性が低いため，体温で暖めら

れた空気が外に逃げづらい」ので，「暖かいと感じる効果が

高い」と考えられます（図 2）。片口開口の地機という織機を

使用するため，「両口開口よりも表面凹凸が深く，その間に

空気の層を作る」，「ヨコ糸の打ち込みが入りやすくなるた

め，目の詰まった織物」であることがわかりました（図 3）。 

                （３）着心地の良さについて 

                  「結城紬は着崩れしにくい」という特性は，帯による腹部 

                 の締め付けが緩く済むので，「着用して楽」とか「着心地が 

                 良い」ことに繋がると考えられます。結城紬の織物表面の摩

擦係数は，他産地絹織物と比較して高い傾向にあることがわ

かりました。結城紬は，肉眼では見えない単繊維が多く飛び

出しているのが確認できます。この単繊維の飛び出しによ

り，「生地が重なった時でも，引っ掛かりとなって着崩れし

にくい」と考えられます（図 4）。 

 

                

 

 

 

 

 
 
 
 
【今後の展開】 
結城紬の特性を分かり易く PRするため，特性ごとに案内を作成し配布していく予定です。  
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図１ 肩先にかかる接触圧の変化 
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図２ 保温性と通気性 

布の表面 

（A）タテ方向の断面形状（実物織物） 

（B）タテ方向の断面形状（模式図） 

図３ 片口開口の断面形状 
図４ 織物の表面 

（左：結城紬，右：他産地絹織物，100倍） 
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